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�◆
期　

間　

五
月
二
十
四
日（
木
）〜
七
月

二
十
六
日（
木
）全
五
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般
（
男
性
）

◆
定　

員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
五
百
円
程
度

◆
講　

師　

管
理
栄
養
士　

岡
本
和
代

◆
内　

容　

簡
単
で
お
い
し
く
、
健
康
に

良
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

�◆
期　

間　

七
月
十
日（
火
）〜
九
月
四
日

（
火
）全
五
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
零
時
半

男
性
料
理
教
室

手
作
り
パ
ン
教
室

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内　

容　

家
庭
で
出
来
る
パ
ン
の
作
り

方
を
教
え
ま
す
。
毎
回
違
う

パ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
、
ス
ー
プ

を
作
り
ま
す
。

◆
講　

師　

佐
藤
友
美

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

六
月
六
日（
水
）〜
六
月
十
三

日
（
水
）
全
六
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触
る
方
、

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
方
の

た
め
の
入
門
講
座
で
す
。

◆
講　

師　

高
士
敦
子

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
」

◆
期　

間　

六
月
十
九
日（
火
）六
月
二
十

日（
水
）全
二
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
九
人

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
基
礎
」

パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
受
講
料
な
ど　

千
八
百
円
程
度

◆
内　

容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の

た
め
の
講
座
で
す
。

◆
講　

師　

高
士
敦
子

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�「
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
」

◆
期　

間　

六
月
二
日（
土
）〜
七
月
七
日

（
土
）全
六
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時

半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

◆
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
ペ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
花
を
描
き
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
で
も
大

丈
夫
で
す
。

◆
講　

師　

前
屋
舗　

明

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

六
月
二
十
二
日（
金
）〜
十
月

二
十
六
日（
金
）全
十
六
回

◆
時　

間　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
材
料
費　

三
千
円
程
度

◆
内　

容　

佐
渡
お
け
さ
、
河
内
音
頭
、

越
中
お
わ
ら
節
な
ど
日
本
各

パ
ソ
コ
ン
教
室

民
踊
教
室
／
日
本
の
ま
つ
り

地
の
ま
つ
り
な
ど
で
踊
ら
れ

る
民
踊
教
室
で
す
。

◆
講　

師　

平
田
南
子

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

五
月
二
十
七
日（
日
）〜
七
月

八
日（
日
）全
六
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時

半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館
ほ
か

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
千
二
百
円
程
度

◆
内　

容　

粘
土
を
練
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
陶
芸
教
室
で
す
。
手
び

ね
り
な
ど
で
湯
飲
み
な
ど
の

作
品
を
作
り
ま
す
。

◆
講　

師　

日
本
酸
器
工
業
職
員

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

陶
芸
教
室

男性料理教室

陶芸教室


